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臨床研究の流れ臨床研究の流れ
～Aでヒトの安全性を確認後、Bでヒト幹申請へ～
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現状
1．遺伝子に変化のない
iPS

現状
1．視細胞誘導と純化

Double Track
iPS
2,iPSから網膜色素細胞
の誘導と純化 (完成）

(完成近い）

完成次第臨床研究へと
進む

安全性確認 臍帯血 非

安全性確認 (非臨床）
1.網膜色素変性症りクルート
2.iPS誘導、色素上皮を誘導
3.動物への移植を含む安全

安全性確認 (臍帯血・非
臨床）
1.網膜色素変性症りクルート
2.iPS誘導、色素上皮を誘導
3. 動物への移植を含む安全
性確認3. 動物 の移植を含む安全

性確認

このグループから再度
臨床研究のために改め
てリクルート
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3. 移植
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